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 流 山 市 議 会 議 長  青 野  直  様  

 

市  政  に  関  す  る  一  般  質  問  通  告  書  

 

第 ４ 回 定 例 会 に お け る 一 般 質 問 を 下 記 の と お り 通 告 し ま す 。  

 

 

質 問 事 項  要 旨 （ 質 意 を 明 確 、 具 体 的 に ）  

１  教 育 行 政 に つ い て  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２  市 税 の 在 り 方 に つ い て  

 

 

 

３ 、来 年 度 予 算 編 成 方 針 に つ

い て  

（ １ ） ９ 月 １ ６ 日 、 ３ ０ 日 、 市 内 公 立 校 の 男 子 中 学 生 ２ 名 が 、 同 一

踏 切 で 、 命 を 失 う 事 故 が 発 生 し た 。 ご 遺 族 、 同 級 生 、 教 員 等 へ

の ケ ア や サ ポ ー ト 、 再 発 防 止 等 の 取 組 み 及 び 事 故 調 査 委 員 会 に

よ る 調 査 等 に つ い て 問 う 。  

（ ２ ） 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に よ る 影 響 か ら 学 生 の 修 学 を 守 る

た め に ス タ ー ト さ せ た 学 生 応 援 給 付 金 制 度 は 、 年 度 末 に 向 け て

感 染 の 収 束 が 見 ら れ な け れ ば 、 次 年 度 も 引 き 続 き 継 続 さ せ る べ

き だ が ど う か 。  

（ ３ ） 看 護 師 等 修 学 資 金 貸 付 金 及 び 保 育 士 修 学 資 金 貸 付 制 度 は 統

合・拡 充 し 、必 要 な 職 種 人 材 の 確 保 と と も に 生 徒 の 夢 を 後 押 し ・

応 援 で き る 制 度 に す べ き と 考 え る が ど う か 。  

（ ４ ） 特 別 支 援 学 校 へ の 設 置 基 準 の 策 定 及 び 略 称 、 義 務 教 育 標 準 法

（ １ ク ラ ス ４ ０ 人 （ 小 学 １ 年 の み ３ ５ 人 ） の 改 正 も 視 野 に 入 れ

た 少 人 数 指 導 体 制 の 整 備 を 来 年 度 予 算 要 望 の 「 事 項 要 求 」 に 盛

り 込 む な ど 文 部 科 学 省 の 取 り 組 み に つ い て 、 教 育 長 の 見 解 を 問

う 。  

 

（ １ ） 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 に 伴 う 市 税 の 対 応 に つ い て  

（ ２ ） 法 人 市 民 税 法 人 割 に お け る 本 市 独 自 の 超 過 課 税 に つ い て 、 中

小 零 細 事 業 者 に は や め る べ き で は な い か 。  

 

（ １ ） 財 政 運 営 の 厳 し さ は 本 市 だ け に 限 っ た こ と で は な い 。 今 大 切

な 事 は 、 市 民 の 命 と 暮 ら し を 守 り き る 確 固 た る 構 え と 、 政 策 判

断 や 政 策 の 優 先 順 位 を 誤 ら な い た め に 、 あ ら ゆ る 手 を 尽 く す こ

と と 捉 え て い る 。 一 方 で 、 現 状 で は 市 長 マ ニ フ ェ ス ト に 対 す る

課 題 な ど が 噴 出 し て お り 、 次 年 度 に 向 け て 市 長 の 市 政 「 経 営 」

に は 大 き な 改 革 が 必 要 と 捉 え て い る が 、 市 長 の 見 解 を 問 う 。  


